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はじめに

l本研究では，顔認識による出席アプリの作成を⽬的とする．
l出席管理アプリでは，就職勤怠管理や学校出席管理などの⽬的で利⽤する．



卒業研究Aの内容

•前回はリアルタイムなカメラ画
像によって顔認識のアプリがで
きた．
•そこで，出席機能，個⼈情報管
理機能，出席管理機能がある．
•図１，２は前回までできたアプ
リの画⾯である．

図１ 出席画面

図２ 出席管理画面



卒業研究Bの内容

• 前回のアプリの機能を実験した．

• そして，顔認識の精度を改善した．前期は顔認識にはPCA法を利⽤した．今回は
LDA法を組み合わせて，PCA+LDA法を利⽤し、顔認識を⾏った．

• また，マスクのかける顔認識の可能性も実験した．



顔認識のプロセス
• Viola-Jones法（Haar
Cascade法）は顔を検出す
るアルゴリズムである．
• PCA法（また主成分分析と
呼ぶ）は顔の特徴を抽出す
るアルゴリズムである．
• LDA法（また線形判別分析
と呼ぶ）はデータの次元削
減するアルゴリズムである．
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図3 顔認識の提案された方法プロセス



顔認識のプロセス
• 顔認識のプロセスは基本的に 3 つ

のステップに分けられ，リアルタイ
ムカメラに顔検出から始まり，特徴
抽出，距離測定に⾄る．図３のよう
に表される．
• トレーニングデータセットは
顔だけ，グレー化し，100ｘ
100ピクセルサイズに処理し
た図3.1のような画像である．
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図3 顔認識の提案された方法プロセス図3.1トレーニングデータセットのサンプル



顔認識の実験
• トレーニングのデータセット：13⼈参
加し，図４のように，⼀⼈４枚画像に
し，普通の顔画像が１枚，メガネを外
し，髪を上げて額を⾒せる顔画像が１
枚，表情ある顔画像が２枚にした．

図4 トレーニングのデータセット
図5 顔認識の実験

•実験：13⼈の中に，毎回3−4⼈
で図5のように実験を⾏って，
結果を記録した．



顔認識の実験
•実験時に，最初の段階で結果が
間違ったこともあるが，顔を少
し動かすことで結果が正解にな
ることがあった．この場合は，
正解として記録を⾏った．
•結果は表１のように顔認識の信
頼度は⾮常に⾼いと考えられる．

回⽬ 参加⼈数
正解率

PCA法 PCA+LDA法
１ 3 100％ 100％
２ 4 100％ 100％
３ 4 100％ 100％
４ 3 100％ 100％
５ 3 100％ 100％
６ 2 100％ 100％
７ 3 100％ 100％
8 3 100％ 100％
9 4 100％ 100％
10 4 100％ 100％
精度 100％ 100％

表１ 顔の顔認識の実験結果



マスクをかけた顔認識の実験１
• トレーニングのデータセット：上の実験

と同じで、 13⼈参加し，⼀⼈４枚画像に
し，普通の顔画像が１枚，メガネを外し，
髪を上げて額を⾒せる顔画像が１枚，表
情ある顔画像が２枚．図6のような画像
である．

図6 トレーニングのデータセット 図7 マスクをかけた顔認識の実験

•実験：13⼈の中に，毎回3−4⼈
で，図7のように⽩いマスクかけ
て，実験を⾏った．



マスクをかけた顔認識実験１

•結果は表２のように，
PCA+LDA法のほうが精度
が⾼い．
•また，精度を⾼めるため，
データセットにマスクを
かけた顔画像を追加し，
次の実験を⾏った．

表２ マスクのかける顔認識の実験結果

回⽬ 参加⼈数
正解率

PCA法 PCA+LDA法
１ 2 100％ 100％
２ 3 33％ 67％
３ 3 100％ 100％
４ 4 75％ 100％
５ 4 100％ 75％
６ 3 67％ 100％
７ 4 100％ 75％
8 2 100% 100%
9 3 67％ 100％
10 4 75% 100%
精度 81.3% 90.7%



マスクをかけた顔認識の実験２
•トレーニングのデータセット：
図8のように⽩いマスクをかけ
た顔画像が⼀⼈に２枚追加した．

•実験：毎回3−4⼈で，図9ように，
⽩いマスクをかけて実験を⾏った．

図8 トレーニングのデータセット 図9 マスクをかけた顔認識の実験



マスクをかけた顔認識の実験２
• 結果は表3.1にまとめた．そして，前

回の結果と⽐べて，表３.2のように表
し，トレーニングデータセットはマス
クをかけた顔画像が含むと，精度が向
上になったことを検討した．

• また，マスクの⾊で結果に影響がある
と思って，次に⾊があるマスクの実験
を⾏った．

表３.１ マスクのかける顔認識の実験結果

回⽬ 参加⼈数
正解率

PCA法 PCA+LDA法
１ 3 100％ 100％
２ 3 100％ 100％
３ 4 75％ 100％
４ 4 100％ 100％
５ 3 100％ 100％
６ 4 75％ 75％
７ 2 100% 100%
8 3 100% 100%
9 4 75% 100%
10 3 100% 100%
精度 91.9% 97%

トレーニング
データセット PCA法 PCA+LDA法
マスク顔画が
含まない 81% 90%
マスク顔画が
含まむ 91% 97%

表３.３ マスクをかけた顔認識の実験結果



⾊があるマスクの顔認識実験

図10 色があるマスク

• トレーニングのデータセット：前回
と同じ，⼀⼈に，顔画像が４枚と⽩
いマスクをかけた顔画像が２枚であ
る．

•実験：毎回3−4⼈で，図11のよ
うに，⾊があるマスクかけて，実
験を⾏った．マスクの⾊は図10の
ように５つがある．

図11 ピンク色マスクをかけた顔の顔認識実験



⾊があるマスクの顔認識実験

•結果は表４のよ
うに、マスクの
⾊が濃くなるほ
ど結果が悪くな
る傾向があり，
マスクの⾊に
よって結果に影
響することがわ
かった．

表４ 色があるマスクのる顔認識の実験結果

回⽬ 参加
⼈数

PCA法 PCA+LDA法

⽩⾊ ⻩⾊ ピン
ク ⻘⾊ パー

プル ⽩⾊ ⻩⾊ ピン
ク ⻘⾊ パー

プル
１ 3 100% 100％ 100％ 100％ 67% 100% 100％ 100％ 100％ 67%

２ 3 100% 67％ 100% 67% 67% 100% 67％ 100% 67% 67%

3 2 100% 100% 100% 50% 50% 100% 100% 100% 100% 50%

4 3 100% 100% 100% 100% 100% 100% 67% 100% 100% 75%

5 4 75% 75% 75% 75% 75% 100% 100% 75% 75% 75%

6 2 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

7 3 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

8 3 67% 100% 100% 67% 67% 67% 100% 100% 67% 67%

9 4 100% 75% 75% 100% 75% 100% 75% 75% 100% 75%

10 2 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

精度 93% 90% 93% 86% 80% 97% 90% 93% 90% 83%



まとめ

本研究では，顔認識アプリを作成し，
マスクに関するいくつかの実験を⾏っ
た．顔認識の精度を改善することには，
PCA+LDA法の有効性を確認した．マ
スクによるの影響はあるが，基本的に
アプリは安定的に動き，90％程度の精
度があり，信頼度は⾼いと思われる．
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